
空き家活用ワーキンググループ（第４回）
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愛知県・市町村人口問題対策検討会議
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１ 2024年度活動報告



4■移住希望者の住まいの確保に向けて空き家を利活用する際の課題・問題点

民間不動産業者を通じて利活用

空き家ではなく新築を希望

除却を重視

固定資産税に対する懸念

空き家の利活用事業者が不足

雇用、子育て、交通機関などの環境

職員の契約に関する知識不足

①空き家所有者と利活用希望者とのマッチングが困難

②空き家情報の取得が困難

③空き家バンクの登録物件数（流通）が少ない

④老朽化など空き家の状態が悪い

⑤家財の処分が負担

⑥空き家所有者の利活用に対する意識不足・不安・抵抗感など

⑦法規制（市街化調整区域）

⑧農地を含めた処分が困難

⑨移住者を受け入れる地域の意識

構成員 オブザーバー

市町村アンケート調査結果（愛知県住宅計画課、地域振興室）



5■2024年度の検討結果

検討の方向性①

空き家の改修等
の支援

検討の方向性②

空き家の所有者
と移住希望者の
マッチング支援

検討の方向性③

特措法に基づく空き
家の利活用の促進

○ 空家等対策推進事業費補助金（うち民間空家住
宅等改修費補助事業）

空家等対策推進事業費補助金の移住・定住者向け改修への
活用支援

○ あいち空き家活用広域マッチングプラットフォー
ム（新規）

移住希望者等が、市町村を限定せず広域で空き家を探せる、
専門家と連携した相談窓口を設置

○ 愛知の住みやすさ発信事業費（うち移住・定住
促進加速化事業（新規））

「愛知県移住・定住ポータルサイト」の掲載情報充実や利便性
向上を図るリニューアル

○ 市街化調整区域における空家等活用促進区域
の設定等について、各市町村それぞれの実情
や課題を踏まえ、市町村と共に検討

市町村から
の課題

検討の方向性 市町村を支援するための県の取組（2025年度）

老朽化

市街化調整
区域

マッチング

空き家情報

空き家バンク

家財処分

利活用

農地処分

地域意識
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２ 県の2025年度取組
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○ 対象施設：空き家住宅、空き建築物又は空家住宅等

○ 条 件：ア）増改築等の後の建築物が地域活性化※のための計画的利用に供されるもの

イ）アの用途として10 年以上活用されるもの

○ 補助額等：対象事業費の1/6 以内かつ市町村補助額1/4 以内（上限500 千円）

事業者 1/3
市町村 1/6

国 1/3
県 1/6

※空家等対策計画に位置付けることで補助対象となる空き家の活用用途の例
地域活性化に向けた移住定住促進のため、空き家を『移住・定住を促進するための（賃貸）住宅』として活用

空家特措法の改正に伴う空家等対策計画の見直し等に合わせて本補助制度の活用も検討を
（単費で改修補助を実施している場合には、条件に合う場合に上乗せ補助も可能）

【 活用事例（豊田市山村地域等空き家再生事業補助金）】

•豊田市山村地域等の健全な地域コミュニティの保持と地域づくりを図るため、地域に所在する空き
家の有効活用を促進することを目的

•空き家バンクに登録された空き家を、移住者向けの住宅に活用する場合の改修費補助制度
•移住者向け住宅の改修費補助として上限額100万円の市単独の補助制度があるが、国及び県の補助
要件（市外からの移住及び10年間の活用）を満たす場合は、上限額を150万円に上乗せ

検討の方向性① 空き家の改修等の支援
■ 愛知県空家等対策推進事業費補助金（うち民間空家住宅等改修費補助事業）

名古屋市、豊橋市、瀬戸市、大府市、田原市、大口町、扶桑町、南知多町総合支援
豊田市、蒲郡市、常滑市、新城市、美浜町再生等推進

【令和７年度 要望市町】



8検討の方向性② 空き家の所有者と移住希望者のマッチング支援
■ あいち空き家活用広域マッチングプラットフォーム
○ 県が広域で移住希望者等と市町村（空き家所有者）とのマッチングを実施

○ 従来の空き家所有者からではなく、空き家を利用したい移住希望者等の申出から開始

○ 移住希望者等からの申出や質問に対して、一括して対応する相談窓口を設置

① 専門家と連携して、移住希望者等の相談に対応する

② 移住希望者等の希望条件に合う市町村に情報提供するとともに、希望条件を公開する

○ 空き家所有者からの相談は引き続き市町村が対応

○ 「愛知県移住・定住ポータルサイト」や「移住相談窓口（東京都千代田区有楽町：ふるさと回帰支援
センター内）」でも周知・案内し、利用を促進

【イメージ図】

移住希望者等の希望情報を公開し、空き家所有者に活用に対する関心を持っていただくことで、
空き家バンクの登録促進にもつながる

株式会社On-Co（R7.8.27契約）
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■ 「愛知県移住・定住ポータルサイト」のリニューアル

○ 「住まい」を含めたカテゴリごとに、移住希望者に向けた県の支援情報の概要をまとめたページを新たに作成

⇒ 移住希望者が愛知県にどのような支援策があるかを容易に把握し、情報収集できるようにする。

（１）県の支援情報に関する掲載情報の充実

現 状 リニューアル案

「住まい」を含めたカテゴリごとに、県関
係ウェブサイトへ遷移するバナーを並べ
たリンク集となっている。

○現行の「移住・定住ポータルサイト」

【ポイント１】 カテゴリ別概要ページ（サブページ）の新規作成

〔イメージ〕

○トップページ ○サブページ（住まい）

検討の方向性② 空き家の所有者と移住希望者のマッチング支援

…

※ページレイアウトや掲載内容は調整中であり、今後、変更
が生じる可能性があります。

※緑色のボタンをクリック
すると【県住宅計画課】の
ウェブページ「空き家対策
について」に遷移

〔想定内容（住まい）〕
住まい探しのポイントやＱ＆Ａ （住まい探しの流れ、利用できる制度、アドバイス など）
あいち空き家活用広域マッチングプラットフォーム （制度概要、利用方法 など）
民間不動産・賃貸 （愛知県宅地建物取引業協会、全日本不動産協会愛知県支部 など）
公営住宅 （県営住宅（愛知県住宅供給公社）、市町村営住宅（各市町村担当部署） など） 等
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■ 「愛知県移住・定住ポータルサイト」のリニューアル

○ 移住希望者に向けた各市町村の支援情報を集約し、カテゴリ別・支援内容別で検索できる機能を新設

⇒ 移住希望者が県内各市町村にどのような支援策があるかを容易に把握し、比較検討できるようにする。

（２）市町村の支援情報に関する利便性の向上

現 状 リニューアル案

「住まい」を含めたカテゴリについて、各市
町村の関係ウェブサイトへ遷移する リン
ク集となっている。

【ポイント２】 市町村別支援情報の集約と検索機能の新設

リンク先 ： 各市町村が指定したＵＲＬ

住宅関係や空き家対策などの市町村ウェブページ、
市町村空き家バンク など

-------------------------------------------------------------------------------------
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

〔イメージ〕 千葉県の例 （市町村別支援情報の検索機能）

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

検討の方向性② 空き家の所有者と移住希望者のマッチング支援

〔想定内容〕

地域・市町村別
尾張地域 一宮市 瀬戸市 春日井市 犬山市 江南市 ・・・

□ 海部地域 □ 津島市 愛西市 □ 弥富市 □ あま市 □ 大治町 ・・・

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

カテゴリ・支援内容別検索
□ 仕事 □ 就職 □ 起業 農業 □ 林業 □ 漁業 □ テレワーク ・・・

住まい 新築・購入 改修・リフォーム 賃貸 空き家活用 ・・・

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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空家等対策計画に関するガイドライン(愛知県)空家等活用促進区域の設定に係るガイドライン(国土交通省)検討事項

○地域ごとの空家に関する基本的なデータを整理

○地域ごとの空家等の活用に関する意向を把握

空家等の活用需要を的確に把握空家等に関す
る実態把握

○関連計画の内容・方針を確認他法令による計画で定めるエリアや用途の考え方と整合都市計画等
との調和

○空家等の実態、市町村の政策課題等を踏ま
え、地域ごとのまちづくり課題を抽出

○抽出した課題に対して、空家等の活用によ
り求められる用途等を検討

○空家等の活用による経済的社会的活動の
促進効果を検証

具体的な数値基準はない（独自基準の設定）

課題解決のためになぜ空家等の活用が必要か

空家等の活用によりどのような効果が期待できるか

空家等を活用することで経済的社会的活動の促進につ
ながるか

課題・方向性
の整理

○空家等の活用が特に必要な地域について、
空家等の活用目的を明確化

○法定計画や地域住民の意向等を基本に区
域・指針を検討

市街化調整区域の制度趣旨を損なわない観点から区
域・誘導用途を検討

経済的社会的活動を促進する上で必要な用途を設定

区域・指針の
検討

■ 市街化調整区域における空家等活用促進区域の設定等

検討の方向性③ 特措法に基づく空き家の利活用の促進

○ 市町村が重点的に空家等の活用を図るエリアを「空家等活用促進区域」として定め、区域内で空家
等の所有者等への要請や、規制の合理化等を措置することが可能

○ 本県は、市街化調整区域における空家等活用促進区域内の空き家を誘導用途に用途変更する場合に
対応するため、愛知県開発審査会基準第１６号を改正（令和６年４月１日施行）

○ 空家等活用促進区域及び空家等活用促進指針を定める場合、以下の事項を整理

促進区域内で誘導用途への用途変更を可能とすることで、空家等の活用を促進する
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３ 市町村の2025年度新規取組



13３ 市町村の2025年度新規取組
■コアメンバー

２０２５年度 移住希望者の住まいの確保に向けた空き家の利活用促進市町村名
●空き家バンク登録物件の掘り起こしに向けた空き家等所有者への個別の働きかけ〔課題③関係〕
（2024年度空き家実態把握調査の中で実施している所有者アンケートにおいて、空き家バンクへの登録を希望する
又は興味があると回答した所有者等に対して、個別に連絡をとり、登録を促す取組を実施予定）

田原市

●空き家の実態を把握するための調査
（2025年度末の「第2期空家等対策計画」の策定に向け、2024年度に市内全域で調査を実施。その調査結果に基づき、
空き家の分布状況や建物用途等を詳細に把握した上で、市の実情に応じた具体的な施策を研究していく予定）

愛西市

※市町村へのアンケート調査結果にて回答のあった市町村のみ掲載。
課題①「空き家所有者と利活用希望者とのマッチングが困難」
課題③「空き家バンクの登録物件数（流通）が少ない」
課題④「老朽化など空き家の状態が悪い」
課題⑥「空き家所有者の利活用に対する意識不足・不安・抵抗感など」

■オブザーバー
２０２５年度 移住希望者の住まいの確保に向けた空き家の利活用促進市町村名

●移住者向け空家利活用事業補助〔課題④、⑥関係〕
（空家バンクに登録された物件を購入又は賃貸した市外からの転入者に対し、リノベーション工事費用を補助）
●既存住宅状況調査補助〔課題⑥関係〕
（空家バンクに登録された物件の所有者や利活用希望者に対し、インスペクション費用を補助）

蒲郡市

●定住促進奨励金〔課題④関係〕
（三世代同居 : 基礎額40万円、三世代近居 : 基礎額10万円、市内就業者新生活応援 : 基礎額10万円）
（上記３タイプで中古住宅を購入又はリフォームをした場合は10万円加算、
更に三世代同居タイプ、三世代近居タイプは住宅取得等の契約時に婚姻3年目までの新婚世帯であれば10万円加算、
現金給付ではなく「こまきプレミアム商品券（贈答用）」にて支援 2025年5月1日以降の契約が対象）

小牧市

●空き家の利活用促進事業〔課題①、⑥関係〕
（借りたい人を見える化し、貸したい人が借りる人を選ぶ仕組み作り）

東浦町
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■ 蒲郡市の事例（移住者向けリノベーション工事費補助、インスペクション費用補助）
○ 空家バンク登録物件を購入または賃貸した市外からの転入者に対し、リノベーション工事費を補助
○ 空家バンク登録物件の所有者や利活用希望者に対し、インスペクション費用を補助

出典：蒲郡市「蒲郡市空家利活用事業費補助金」「空家・空き店舗バンク」

３ 市町村の2025年度新規取組

概 要対象者（個人に限る）タイプ

【補助対象】
○補助金の申請手続き後、交付決定通知を受けてから契約・着手した工事
○年度内に完了実績報告書が提出することができる工事
○住宅の外壁、屋根、床、内壁、天井の修繕や改修工事、給排水等設備の

改修工事、テレワークを行うための通信環境整備工事など
※空家の居住部分が対象（店舗部分を居住部分に改修する場合は対象）

【補助額】
補助の対象工事費（消費税を除く）の２/３（上限額200万円）

（１）市外からの転入で「空家・空き店
舗バンク」に登録した物件を購入又
は賃借した方（店舗は対象外）
※賃借人は所有者の同意が必要

（２）空家リノベーション工事等を行っ
た後、当該空家を10年以上利活
用することが見込まれる方

リノベーション工事
（移住者向け）

【補助対象】
○補助金の申請手続き後、交付決定通知を受けてから契約・着手した事業
○年度内に完了実績報告書が提出することができる事業
○既存住宅状況調査技術者が実施する、建物の劣化や不具合の状況等を

把握するための調査事業

【補助額】
補助の対象既存住宅調査費（消費税を除く）の１/２（上限額５万円）

（１）下記のいずれかに該当する方
・「空家・空き店舗バンク」に物件を

登録した空家の所有者
・「空家・空き店舗バンク」に登録さ

れた物件を購入又は賃借した方
・利活用希望者(購入または賃借

を検討している方)

既存住宅状況調査
(インスペクション)
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■ 小牧市の事例（定住促進奨励金）
○ 新婚世帯、子育て世帯等若年層の定住及び中古住宅の利活用を促進

３ 市町村の2025年度新規取組

概 要対象者タイプ

親世帯が１年以上継続して本市に定住しており、子育て世帯が本市で新たに「三世代同居」を始めるた
め、住宅の新築、増築、改築、取得又はリフォームを行い、本市に定住した場合に奨励金を交付します。

【交付額】
基礎額※１（上限40万円）＋中古住宅加算※２（10万円）＋新婚世帯加算※３（10万円）

同一敷地内に親世
帯と子世帯が定住
するもの

三世代同居
タイプ

親世帯が１年以上継続して本市に定住しており、市外に居住していた子育て世帯が、本市で新たに「三
世代近居」を始めるため、住宅の新築、増築、改築、取得又はリフォームを行い、本市に定住した場合
に奨励金を交付します。

【交付額】
基礎額※１（上限10万円）＋中古住宅加算※２（10万円）＋新婚世帯加算※３（10万円）

市外に居住する子
世帯が市内に転入
し、親世帯と子世
帯が市内にそれぞ
れ定住するもの

三世代近居
タイプ

市内事業所に１年以上継続して勤務（パートを含む）している若年世代が住宅を新築、増築、改築、取
得又はリフォームを行い、本市に定住した場合に奨励金を交付します。

【交付額】
基礎額※１（上限10万円）＋中古住宅加算※２（10万円）

市内事業所に１年
以上継続して勤務
（パートを含む）し
ている若年世代

市内就業者
新生活応援
タイプ

出典：小牧市「小牧市定住促進奨励金」

※１ 住宅取得等にかかった費用の１/２ ※２ 中古住宅を増築、改築、リフォーム又は取得した場合 ※３ 契約締結時点で婚姻日から起算して３年以内の夫婦世帯
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４ 2025年度スケジュール
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○ WGを年２回開催し、県及び市町村の取組について進捗状況を共有

○ 県内外の特徴的な事例を共有するとともに、新たな課題が顕在化した場合は必要な対策を検討

■ 2025年度のWG開催予定

2025年度2024年度

県・市町村が連携し取組を推進

○

第
２
回
対
策
検
討
会
議

(3/28)

●

第
３
回
W
G

(2/17)

●

第
４
回
W
G

(9/8)

(年度末)

●

第
２
回
W
G

(8/30)

●

第
１
回
W
G

(6/28)

●

W
G

○

第
１
回
対
策
検
討
会
議

(5/17)

＜WG＞

• 県及び市町村の取組の進捗状況共有
• 県内外の特徴的な事例共有
• 顕在化した課題の対策検討 など

○

対
策
検
討
会
議

４ 2025年度スケジュール


